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｢北の光を見た｣ と表現 しないと通 じない｡ロ
シア語でも同じだ｡極地の人びとは､特別の愛
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たりと出会った｡ひとりは､ロシアのサンクトペ
テルブルク出身の演出家 ･演劇学者アナトーリイ ･
アント-ヒン､もうひとりは､イタリア系アメリ
カ人の トマス ･リッチオ助教授だ｡
トマス ･リッチオは､ニューヨークの劇場ラ ･
ママでも演出家として活躍し､アメリカ本土で前
衛的演出家､振付け師､ トレーナー､演劇学者と
して知られていた｡｢西欧の演劇文化にみきりを
つけて｣1988年､アラスカ大学に身を落ち着け､
エスキモーの人びとのなかにとびこみ､独特のエ
スキモー演劇を作 り上げ､エスキモーのパフォー
マンス ･グループ ｢チュマ劇団｣の主催者になっ
ている｡｢東洋｣と ｢西洋｣の､あるいは､｢民族｣
の枠を超えて､自然界と共生していた太古の人類
の歴史の記憶を現代人の身体のなかに呼び戻 し､
新しい演劇表現を創造する試みだ｡真の伝統と現
代に橋がかりを渡す作業といえようか｡
91年以来､ トマス ･リッチオは､エスキモー演
劇の創造を模範にして､南アフリカ､デンマーク､
サンクトペテルブルク､ヤク-ツクなどに招かれ
て､魅力的なパフォーマンスを作ってきた｡昨年
はスウェーデン､オース トラリアに招かれ､今秋
はソウルの国立芸術大学で講義とワークショップ
を行なう｡ぼくは､いま､ トマス ･リッチオを日
本に呼ぶ計画を練っている｡大方のご理解とご協
力をお願いしたい｡
トマス ･リッチオは､｢インディジネス ･パフォー
マンスに関する新著を近刊する｣と書いてきた｡
｢ネイティブ｣が征服者や移住者に対する ｢原
住民｣という､やや軽侮的意味合いに受け取 ら
れかねない｡ということから､｢インディジネス
indigenous｣が用いられているようだ｡日本の外
務省も ｢ネイティブ｣のかわりに､この語を使う
ようにすすめているという｡｢先住民｣｢土着民｣
という日本語を用いずに､さしあたり､｢インディ
ジネス文化｣と呼ぶことにしようか｡
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